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資料 1 

2023 年度 DRP 検討委員会 

第 2 回会合議事録（案） 

 

 

日時： 2023年 6 月 23日（金） 10:00～12:00 
場所： オンライン 

 

1. 議題： 

1. 2023 年度第 1 回会合議事録（案）の確認 
2. 2023 年度第 2 回 JP-DRP パネリスト候補者研修について 
3. 過去の裁定のデータベース化について 
4. その他 

 
2. 資料一覧： 

資料 1   2023 年度 DRP 検討委員会第 1 回会合議事録（案） 
 
参考資料 2-1  2023 年度パネリスト候補者研修について 

  参考資料 3    2017-2018専門家チーム活動実績とデータベースプロトタイプ 

 

3．出席者(50音順)(敬称略) 

 

 氏名 所属 

DRP 検討委員会 委員長 井上  葵 
アンダーソン・毛利・友常 法律事務所 外国法

共同事業 弁護士 

DRP 検討委員会 委員 卜部 晃史 弁護士法人 瓜生・糸賀 法律事務所 弁護士 

DRP 検討委員会 委員 早川 吉尚 立教大学 教授/弁護士 

DRP 検討委員会 委員 山口 裕司 大野総合 法律事務所 弁護士 
日本知的財産仲裁センター運営委員 

担当理事 曽根 秀昭 JPNIC 常務理事 DRP 担当 

JPNIC 事務局：是枝 祐、高山 由香利、根津 智子、前村 昌紀 
  
4．傍聴 

株式会社日本レジストリサービス（JPRS） 1 名  
 
5．議事 

 
10 時 00 分に井上委員長により開会された。 

 



議題 1．2023 年度第 1 回会合議事録（案）の確認 
 
・委員からは特段の意見はなく、原案のまま確定した。 
 
 

議題 2．2023年度第 2 回 JP-DRP パネリスト候補者研修について 

 

・まずは 5 月 12 日(金)にハイブリッドで実施した、第 1 回 JP-DRP パネリスト候補者研修

のレビューを行った。 

 

・会場では関係者含め 9 名が参加、Zoom では 18 名の申し込みがあったが、当日の参

加者数が把握できていなかったため、事務局から JIDRC に参加者データを確認する

こととなった。出席率は研修効果を計る上で重要であるため、次回からは必ずその

場でデータを確認する。 

 

・続いて第 2 回の日程についての議論を行い、研修会前後の交流を踏まえて講師の小松陽

一郎先生に打診することとした。 
 

・会場については、Zoom と JPNIC オフィスでのハイブリッド開催で検討する。また、

参加申込時に参加できない方に向け、その理由を尋ねるアンケートフォームを用意す

る。 
 

・研修会の実施にあたり、オフィスアワー以外での実施が参加率に影響する可能性を考え

て、開催時間帯の変更について次々回以降の課題として引き続き議論することになった。 
 
 
議題 3．過去の裁定のデータベース化について 
 
・事務局から前回 2017～2018 年に裁定例検討を行った際の実績を説明した。引き続き、事

務局から、裁定を表示する Web ベースのデータベースのプロトタイプについても提示して

説明を行った。 
 
・上記を受けて 2023 年度に行いたい裁定のデータベース化および裁定例の検討について議

論を行い、委員からは次のような意見があった。 
 
・タグ付けの前にキーワードを挙げていく作業が必要になると考えられるが、これは全員で



行った方がよい。タグ付けは分担して行い、最後にレビューと修正という流れとなるはず。

タグ付けは形式的にはできないので、中身をきちんと読む必要がある。 
 
・参考にならない裁定はあるので、タグ付けできない裁定があることを理解しておく必要が

ある。WIPO でもよく引用されるケースは一部に集中しており、重要なものを選ぶだけで

よく、更新のしやすさも視野に入れるべき。WIPO でも詳細すぎて更新できていないた

め、現実的なものにする必要がある。JP の場合、年 10 件程度なら現実的にこなせるので

はないか。 
 
・パネリストや代理人が利用することを考えると、論点は役に立つが事実関係や言語などの

タグは不要と思われる。 
 
・裁定例の検討の際に有用なので、データベース化はチームを組成して先に進めた方が良い

と思う。対象となる裁定が 200 件であれば、作業は検討委員のみ 4 名では少し厳しく、

あと 2 名ぐらい増やした方がよい。 
 
・データベース化のためのタグ付けと検討委員会は必ずしも連動させる必要はなく、準備が

でき次第タグ付けは先行して進めてもよいと考える。 
 
・議論の結果、まずはデータベース化のためのタグ付けを行うチームを作り、秋以降に本格

的な作業を行うことにする。また、検討委員に加えて佐藤恵太先生と山内貴博先生に協力

を依頼することになった。 
 
 
議題 4．その他 
 
・山口委員から、JIPAC の ADNDRC（Asian Domain Name Dispute Resolution Centre）
参加に向けての情報共有が行われた。 

 
・次回検討委員会は、2023 年 8 月 23 日（水）10:00～12:00 でオンライン開催することと

する。 
 
 
以上をもって、井上委員長により会議は 12 時 00 分に閉会された。 
 

以上 


